
2021年５⽉12⽇
株式会社⽇本エム・ディ・エム

本資料に記載されている業績⾒通し等の将来に関する記述は、当社が現在⼊⼿している情報及び合理的であると判断す
る⼀定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は、様々な要
因により⼤きく異なる可能性があります。
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新型コロナウイルス感染症影響【売上⾼】
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当初公表値 修正公表値 実績値（単位︓百万円）

※上図、折れ線グラフの売上⾼の影響額は、新型コロナウイルス感染症の影響がないと仮定した場合の売上⾼予想値との対⽐。



連結売上⾼推移
（単位︓百万円） 167億円
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連結損益計算書

実績 売上⽐ 増減額 増減率 実績 売上⽐

売上⾼ 16,738 100.0 ▲ 1,345 ▲ 7.4 18,083 100.0

　 売上原価 5,319 31.8 +40 +0.8 5,278 29.2

　 販管費 9,249 55.3 ▲ 910 ▲ 9.0 10,159 56.2

営業利益 2,168 13.0 ▲ 475 ▲ 18.0 2,644 14.6

経常利益 2,125 12.7 ▲ 456 ▲ 17.7 2,581 14.3

当期純利益※ 1,664 9.9 ▲ 500 ▲ 23.1 2,164 12.0

※親会社株主に帰属する当期純利益

（単位︓百万円、％）

20年3⽉期21年3⽉期 前期⽐増減
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主要品⽬別連結売上⾼明細

（単位︓百万円、％） 実績 構成⽐ 増減額 増減率 実績 構成⽐

11,063 66.1 +141 +1.3 10,921 60.4

⼈⼯関節 4,399 26.3 ▲117 ▲2.6 4,516 25.0

⾻接合材料 3,697 22.1 ▲62 ▲1.7 3,760 20.8

脊椎固定器具 2,578 15.4 +367 +16.6 2,211 12.2

⼈⼯⾻ 213 1.3 ▲36 ▲14.5 249 1.4

その他 174 1.0 ▲9 ▲4.9 183 1.0

5,674 33.9 ▲1,486 ▲20.8 7,161 39.6

⼈⼯関節 5,657 33.8 ▲1,469 ▲20.6 7,126 39.4

脊椎固定器具 17 0.1 ▲17 ▲50.1 34 0.2

16,738 100.0 ▲1,345 ▲7.4 18,083 100.0

⾃社製品売上 13,369 79.9 ▲1,653 ▲11.0 15,022 83.1

※ドルベース(千ドル） 53,444 ▲12,188 ▲18.6 65,633

※換算レート（円） 106.17 ▲2.94 ▲2.7 109.11

合計

⽇本国内売上

⽶国売上※

21年3⽉期 20年3⽉期前期⽐増減
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⽇本国内売上【⼈⼯関節】推移
（単位︓百万円）

YoY▲2.6％
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新製品
Entrada

ʻ20年７⽉から全⾯展開

THA※好調
（※⼈⼯股関節置換術）



⼈⼯関節「Intellijoint HIP®ナビゲーションシステム」

⼈⼯股関節置換術⽤⼿術⽀援器具
「Intellijoint HIP®

ナビゲーションシステム」導⼊
（2021年5⽉から順次導⼊開始予定）

当該⼿術⽀援器具は、⼈⼯股関節置換術の際に、
寛⾻⾅コンポーネントの⾓度、⼤腿⾻ステムの脚⻑差
など、インプラントの適切な設置位置を確認するため
の⼿術⽤ナビゲーションユニット。インプラントの
設置精度の向上が可能となり、かつ⼿術時
間の短縮が期待でき、治療価値の⾼い当該⼿術
⽀援器具を医師に提供することにより、⽇本国内にお
ける⼈⼯股関節製品の販売拡⼤を期待。
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Intellijoint Surgical社製
「Intellijoint HIP®ナビゲーションシステム」
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⽇本国内売上【⾻接合材料】推移
（単位︓百万円）

YoY▲1.7％
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⼤腿⾻頚部転⼦部⾻折

PHS
＆

ASULOCK
好調
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⽇本国内売上【⾻接合材料︓ASULOCK】推移
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ʻ20年12⽉から
全⾯展開

出荷制限

出荷再開

全⾯展開
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⾼成⻑
⾃社新製品

導⼊効果
＋

BKP※好調
（※経⽪的椎体形成術）
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再成⻑
⾃社新製品

（Vusion Ti 3D、Pisces）

導⼊効果



⽶国売上推移
（単位︓千ドル）
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$53.4M
新型コロナウイルス

感染症影響

⽶国 ＞⽇本

YoY▲18.6%



⽶国売上【⼈⼯関節・地域別】推移
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East Area
$23.0M

YoY▲22.5％

West Area
$29.0M

YoY▲15.1％

15※DePuy Synthes 社向け「KASM」売上等除く

新型コロナウイルス
感染症影響

West＜ East
Northwest
地区、影響⼩



⽶国売上【⼈⼯関節・製品別】推移
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膝関節【Knee】
$31.5M

YoY▲20.1％

股関節【Hip】
$20.5M

YoY▲16.1％

16※DePuy Synthes 社向け「KASM」売上等除く

新型コロナウイルス
感染症影響

⼈⼯股関節＜ ⼈⼯膝関節

膝関節
新製品

Cones ＆ Sleeves
ʻ20年11⽉から全⽶展開



⼈⼯膝関節︓THINK社製「⼿術⽀援ロボットシステム」

⽶国におけるTHINK社製
「⼿術⽀援ロボットシステム」導⼊

THINK Surgical, Inc.,製⼿術⽀援ロボットシステム
は、⼿術前に⼈⼯膝関節の位置を計画する術前計画ソフ
トウェア「TPLAN®」と、ハンズフリーで⾃動的に⾻や軟⾻
を切断・除去して⼿術計画の実⾏を⽀援する⼿術⽀援
ロボット「TCAT®」で構成され、正確で再現性の⾼い臨
床結果を得ることが期待できる。既に10万症例以上の実
績がある当社⼈⼯膝関節製品と当該システムを組み合わ
せて提供することで、⾼度化する医療現場のニー
ズに対応することが可能。
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THINK社製
「⼿術⽀援ロボットシステム」



海外ビジネスの拡⼤

中華⼈⺠共和国における
合弁会社設⽴

2021年5⽉、Changzhou Waston Medical 
Appliance Co., Ltd. と 「ODEV 社製⼈⼯
関節製品の技術・品質を備えた、価格
競争⼒のある中国現地⽣産品の製造、
販売」を⽬的とした合弁会社を設⽴。
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前期営業利益⽐較分析
（単位︓百万円） ⽇本国内、コロナ禍の下

でも昨対成⻑を堅持。
売上⾼増加+141百万円

コロナ禍の下、
学会中⽌等に伴う
その他販管費増減

▲229百万円（うち、
・販売促進費▲100百万円
・荷造運賃▲23百万円
・広告宣伝▲29百万円）

⽶国販売減少に伴う
コミッション、ロイヤリティ等

⽀払⼿数料減少▲488百万

YoY▲18.0％

コロナ禍の下、
海外渡航制限に伴う

海外Educationの中⽌、
営業活動制限に伴う

旅費交通費減少▲192百万円
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⽶国、コロナ影響が
想定以上に継続し影響⼤。

売上⾼減少▲1,487百万円

※上記⾦額は、為替の影響を含んで表⽰しております。
※換算レート︓20/3 = 109.11円
※換算レート︓21/3 = 106.17円

⾃社製品売上⾼⽐率低下等
よる売上原価率の悪化。
売上原価増加▲40百万



予想値（修正後）対⽐
売上⾼は、⽶国における新型コロナウイルス感染症の影響が想定以上に継続し予想値を下回ったことから販管費を抑制
したものの営業利益でも予想値を下回った。経常利益は⽀払利息の削減により予想値を上回り、特別損失として遊休資
産の売却に伴う減損損失を計上したが、当期純利益は繰延税⾦資産を追加計上した事から、予想値を上回った。
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実績 売上⽐ 増減額 増減率 予想値 売上⽐

売上⾼ 16,738 100.0 △661 △3.8 17,400 100.0

営業利益 2,168 13.0 △31 △1.4 2,200 12.6

経常利益 2,125 12.7 +25 +1.2 2,100 12.1

当期純利益※ 1,664 9.9 +64 +4.0 1,600 9.2

※親会社株主に帰属する当期純利益

（単位︓百万円、％）

21年3⽉期21年3⽉期 予想値⽐増減
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【業績予想】連結損益計算書

予測値 売上⽐ 増減額 増減率 実績 売上⽐

売上⾼ 18,700 100.0 +1,961 +11.7 16,738 100.0

　 売上原価 5,650 30.2 +330 +6.2 5,319 31.8

　 販管費 10,350 55.3 +1,100 +11.9 9,249 55.3

営業利益 2,700 14.4 +531 +24.5 2,168 13.0

経常利益 2,650 14.2 +524 +24.7 2,125 12.7

当期純利益※ 1,800 9.6 +135 +8.1 1,664 9.9

※親会社株主に帰属する当期純利益

（単位︓百万円、％）

21年3⽉期22年3⽉期 前期⽐増減
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【業績予想】営業利益⽐較分析
（単位︓百万円）

⽇本国内、⾃社新製品を
中⼼に各製品分野で増収
売上⾼増加+736百万円

コロナ影響、営業活動回復
その他販管費増減

＋310百万円（うち、
・旅費交通費＋148百万円
・広告宣伝＋100百万円）
※収益認識基準適⽤に伴う
販促費減少▲218百万円

⽶国販売増加に伴う
コミッション、ロイヤリティ等

⽀払⼿数料増加+459百万

YoY+24.5％

専⾨性強化に伴う
積極的な⼈材投資等

⼈件費増加＋329百万円
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⽶国、下期に向け
コロナ影響から緩やかに回復。
売上⾼増加+1,495百万円

※上記⾦額は、為替の影響を含んで表⽰しております。
※換算レート︓21/3 = 106.17円
※換算レート︓22/3（予） = 108.00円

収益認識基準適⽤に伴う
売上⾼減少▲270百万円

＋
⾃社製品売上⾼⽐率上昇によ

る売上原価率改善▲1.6P
売上原価増加＋330百万



【業績予想】主要品⽬別連結売上⾼明細
（単位︓百万円、％） 予測値 構成⽐ 増減額 増減率 実績 構成⽐

11,800 63.1 +736 +6.7 11,063 66.1

⼈⼯関節 4,790 25.6 +390 +8.9 4,399 26.3

⾻接合材料 3,840 20.5 +142 +3.9 3,697 22.1

脊椎固定器具 2,760 14.8 +181 +7.0 2,578 15.4

⼈⼯⾻・その他 410 2.2 +21 +5.6 388 2.3

7,170 38.3 +1,495 +26.4 5,674 33.9

⼈⼯関節 7,138 38.2 +1,480 +26.2 5,657 33.8

⾻接合材料・その他 32 0.2 +14 +85.6 17 0.1

18,970 101.4 +2,231 +13.3 16,738 100.0

△ 270 △ 1.4 △ 270 - -       -      

18,700 100.0 +1,961 +11.7 16,738 100.0

⾃社製品売上 15,410 82.4 +2,040 +15.3 13,369 79.9

※1　ドルベース(千ドル） 66,388 +12,943 +24.2 53,444
※1　換算レート（円） 108.00 +1.83 +1.7 106.17
※2　売上控除︓収益認識基準適⽤に伴う控除。22年3⽉期予想値のみ適⽤し、21年3⽉期の数値は遡及適⽤前の⾦額。

合計

⽇本国内売上

⽶国売上※1

22年3⽉期 21年3⽉期前期⽐増減

売上控除※2
売上控除前⼩計
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【業績予想】連結損益計算書（上半期・下半期）

22年3⽉期 22年3⽉期

増減額 増減率 増減額 増減率

売上⾼ 8,500 +746 +9.6 10,200 +1,214 +13.5

　 売上原価 2,600 +117 +4.7 3,050 +212 +7.5

　 販管費 5,050 +603 +13.6 5,300 +497 +10.4

営業利益 850 +26 +3.2 1,850 +504 +37.5

経常利益 820 +13 +1.7 1,830 +510 +38.7

当期純利益※ 550 +23 +4.5 1,250 +111 +9.8
※親会社株主に帰属する当期純利益

（単位︓百万円、％）

前期⽐増減 前期⽐増減上半期 下半期
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【業績予想】設備投資等推移
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（単位︓百万円）

2017年
3⽉期
実績

2018年
3⽉期
実績

2019年
3⽉期
実績

2020年
3⽉期
実績

2021年
3⽉期
実績

2022年
3⽉期
予想

　設 備 投 資 1,107 995 2,075 1,812 1,586 2,000

　減価償却費※ 930 1,014 1,159 1,385 1,386 1,480

　研究開発費 480 594 484 470 459 530
　　※製造原価算⼊の減価償却費を含むため、損益計算書上の「減価償却費」とは⼀致しておりません。




